
 8

第 2 回「日本語教育と音声」研究会               早稲田大学大学院日本語教育研究科修了生 

2004 年 11 月 13 日                              マディヤロヴァ・サヨーラ 

 

ロシア語を母語とする日本語学習者のイントネーション 
 
0．はじめに 
ロシアと NIS 諸国の日本語教育は文法、読解、翻訳などを重視したもので、発音指導はほ

とんど行われていないのが現状である。また、学習者が日本語の生の会話に接する機会は非

常に少ないと思われる。 
このような背景を持つ学習者は、日本語のアクセントとイントネーションには母語干渉が

見られ、ロシア語訛りが強く感じられる学習者が多い。特に、ロシア語の疑問文においてイ

ントネーションがほとんどの場合文末で下降するという韻律的特徴は、学習者の日本語の発

話にも多く見られる。 
日本語のアクセント、イントネーション等の発音指導を日本語学習初期で行うのは重要で、

学習者の母語の音韻体系、韻律的特徴、学習者の日本語に見られる母語干渉の傾向について

の知識が必要である。しかし、ロシア語母語話者を対象とした音声学的対照研究がほとんど

行われていなく、ロシア語母語話者の日本語の韻律に見られるロシア語の影響の傾向を明ら

かにするには不十分である。 
本研究では、ロシア語を母語とする上級レベルの日本語学習者 12 人を対象に、ロシア母

語話者による日本語の疑問文イントネーションの特徴に関する調査を行った。 

 
1．研究目的 
1） ロシア語母語話者の学習者による日本語の疑問文文末イントネーションの誤用の中で母

語干渉によるものを明らかにする。その他に考えられる誤用の原因として、学習者の中

間言語の特徴及び学習者の個人差についても検討する。 
2）疑問文文末イントネーションにおける学習者の母語干渉の傾向を明確にする。 
3）学習者による日本語の疑問文では文末イントネーションにより文中の単語のアクセント

が影響を受けるかを明らかにする。 
4）ロシア語母語話者の学習者を対象にして、疑問文の種による日本語の疑問文文末イント

ネーションの習得難易度を明らかにする。 

 
2．研究の内容と方法 
調査協力者：東京圏出身の共通語話者（NS）10 名（20~30 代の男女） 

ロシア語を母語とする日本語学習者（NNS）12 名（20~30 代の男女） 
調査内容：  
・15 種の疑問文を含む日本語の 12 会話を NS と NNS が朗読した音声を録音して、音声解析

ソフト(“SUGI Speech Analyzer”)でNSとNNSによる疑問文イントネーションのピッチ曲線
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を対照比較した。  
・上記の日本語会話のロシア語訳を NNS に朗読してもらい、日本語とロシア語の疑問文  

イントネーションのピッチ曲線を比較した。 
・NNS による疑問文中の単語のアクセントと単独発話の単語のアクセントについて、NS に

聴覚印象により評価してもらった。 
研究順序： 
1）NS と NNS による日本語疑問文のピッチを次の観点から対照比較した。 
a) 文末ピッチの上昇・非上昇・下降； 
b) 文末ピッチの上昇の急激さ； 
c) 文末ピッチの下降の急激さ； 
d) 文中の語のアクセントが守られているかを調べた。 
2) 本調査では分析対象としている疑問文について、NNS の誤用数のデータに基づいて、疑

問文の文末イントネーションの習得難易度を明らかにした。 
3) (1)で分かった誤用のパタンの中でロシア語の影響によるものを明らかにして、その他に

考えられるパタンを NNS の中間言語の特徴、または個人差によるものとした。 
  

3．調査結果 
NNS の誤用イントネーションのパタン 
① 文頭から文末まで徐々に上昇する      
② 文末でなだらかに下降する 
③ 文末で急激に下降する     
④ 文頭から文末拍の前半まで平坦で、文末拍の後半から上昇する  
⑤ 文頭から文末拍前まで平坦で、文末拍の前半から急激に上昇する 
⑥ 文中の語のアクセント型は正しいが、文末ピッチは文末拍の前半から急激に上昇する 
⑦ 文末語のアクセント型が不正確で、文末ピッチが文末拍の前半から急激に上昇する 
 

NNS の日本語の疑問文イントネーションの誤用の傾向 
グループ 1  文末ピッチが下降する傾向                       
文末拍のピッチ 

 
 
・グループ１の誤用は WH 疑問文に最も多く現れた。 
・グループ 1 の誤用の原因は NNS の母語干渉にあると考えられる。 
・日本語の疑問文で文末ピッチが下降していると、「きつく質問される」という印象を与え

る。つまり「詰問調」に聞こえ、相手に威圧感を与える可能性がある。また、疑問文として

聞き取れない可能性もある。 
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グループ 2 文末ピッチが文末拍の前半から急激に上昇する傾向 
文末拍のピッチ 

 
 

・ グループ 2 の誤用は選択疑問文、WH 疑問文、Yes-No 疑問文の文に多く現れた。 
・ グループ 2 の誤用の原因は母語干渉も、他言語話者に見られる中間言語の音声特徴も  
考えられる。 
・ このようなイントネーションは、日本人に疑問文としては聞き取れるが、話し手が 
「驚いている」、「怒っている」、または「そっけない」印象を与える可能性がある。 
 

グループ 3 文中のピッチが平坦に現れる傾向 
文中のピッチ 

 
 

・ グループ 3 の誤用は選択疑問文に多く現れた。 
・ グループ 3 誤用の原因は、母語の干渉も考えられるが、他言語話者の中間言語に見られ

る、ピッチの極端な上昇・下降を避けるために、文全体を平坦に発話するといったストラテ

ジーも考えられる。 
・ 文中のピッチが平坦に発話されると、日本人に不自然に聞こえるだけではなく、「元気が 
無い」、または「無関心」な言い方にも聞こえる可能性がある。 
＊上述の①の誤用イントネーションのパタン、文頭から文末まで徐々に上昇するパタンでは、

起伏型アクセントの文末語は平板型に似た形になる。このようなイントネーションの発話は、

アクセントがくずれ、日本人に不自然に聞こえるだけではなく、上昇は長く、その幅が広い

ため、話し手が「驚いている」印象を与える可能性もある。 
 

アクセントの誤用 
① 平板型・尾高型アクセントの単語を頭高型アクセントで発話する 

行く（平板型）→ い く（頭高型）； 花（尾高型） → は な（頭高型）等 
・単独発話に多く見られるが、疑問文の場合は、文末上昇イントネーションの影響で平板型・

尾高型の形になり、疑問文中では頭高型に間違える誤用は少なかった。 
② 平板型、尾高型と頭高型アクセントの単語を中高型（-2 型）のアクセントで発話する 

知ってる（平板型）→ しって る（中高型（-2 型））; 
食 べた（頭高型） → たべ た（中高型（-2 型））等 

③ 頭高型・中高型を平板型で発話する 
あな た（中高型）→ あなた（平板型）；  撮 った（頭高型）→ とった（平板型） 

④ 文末拍だけを高く発話する 
妹（尾高型）→ いもうと（語末拍上昇型） 
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⑤ 単語の全ての拍を平坦に発話する 
NNS による日本語の疑問文イントネーションの習得難易度 
・文末が上昇調で発話され、文末語が平板型・尾高型・中高型アクセントである Yes-No 疑

問文、問い返し文、WH 疑問文【WH＋V?】、また文末が下降調である自問納得文と選択疑

問文【V1「か」、V2「か」．．．?】は、最も習得しやすいと考えられる。 
・次に、終助詞「か」が付いた Yes-No 疑問文、文末語が頭高型アクセントである Yes-No 疑

問文、また文末語が尾高型アクセントである WH 疑問文はやや習得しやすいと考えられる。 
・文末語が頭高型アクセントである文、また文末に疑問詞があるWH疑問文と選択疑問文【N1、
それとも N2?】の 2 番目の疑問文【…、それとも N2?】は、最も習得しにくいと考えられ、    

これらの疑問文にはロシア語のイントネーションと同様に文末が下降する誤用が最も多く

見られる。 
 

4． 今後の課題 
1）文末を下降させる、文末拍を急激に上昇させる、また文中を平坦に発話する 3 つのパタ

ンの誤用イントネーションで発話された疑問文を NS に聞かせ、それぞれの発話はどのよう

な印象を与えるかについて調べる。 
2）各疑問文の種類において文末語のアクセント型によって文末イントネーションがどのよ

うに異なるかを調べ、疑問文イントネーションの習得難易度についてもより詳しく調べる。 
3）初級、中級の学習者を対象に同様の調査を行い、日本語の疑問文イントネーションの習

得とその段階についてより詳しく調べる。 
4）ロシアと NIS 諸国における日本語の疑問文イントネーションの指導、また使用される教

科書の疑問文イントネーションの表記について調べる。 
5）他言語話者の中間言語に見られる日本語イントネーションについても同様研究を行う。 
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資料 1 
会話文 

 
(1)  A：この人、知ってましたか？         (2)  A：この人知ってる？ 

B：道子？！．．．ああ、友達の妹だ。         B：道子?! 
                                               A：何だ…彼女知ってましたか… 
 

(3)  A：良いお天気ですね。窓を開けるわ。          (4) （時計を見て） 
B：もう朝ですか？                                 A：ああ、もう朝ですか… 
A：そうよ。                                  

 
(5)  A：花を買ってくるね。               (6)  A：何にする？ユリがお勧めよ。 

B：花? 何の花？                              
 
(7)  A：それは何?                     (8)  A：もう食べた？ 
    B：どれ？これ？今朝の手紙。                        B：うん。 
  A：えっ、今日これだけ？ 
 
(9)  A：あっ、これはどこです？                      
  B：これはね、沖縄。去年妹と一緒に行ったんだ。 
  A：そう？きれいな写真ですね。誰が撮った？あなた、それとも妹？ 
 
(10)  A：抗議デモに行く？ 
     B：デモなんて！行っても意味ないんじゃん？ 

A：とにかく決めて。行くか、行かないか、どうする？ 
 
(11)  A：ミキちゃん、明日のパーティーに何を持って来るんでしたっけ？飲み物？  
     B：ええ、ソフトドリンクを… 
 
(12)  A：ミキちゃん、明日のパーティーに飲み物を持って来られる？ 

 B：飲み物？ええ、いいよ。 
 
(1) Yes-No 疑問文：  
①【V＋「か」？】（「この人知ってましたか？」）②【N＋「か」？】（「もう朝ですか？」） 
③【V？（上昇調）】（「この人知っている？/もう食べた？」）④【N？（上昇調）】、尾高型/平板型アク

セント（「これ？/これだけ？」）⑤【N？（上昇調）】、中高型アクセント（「飲み物？」） 
(2) WH 疑問文：    
⑥【WH＋V？】（「何にする？/誰が撮った？」）  ⑦【WH＋N？】（「何の花？」） 
⑧【（～）WH?】（「それは何？/どれ？」）  ⑨【WH＋N です？】（「これはどこです？」） 
(3) 問い返し： 
⑩【N？（上昇調）】相手の文の一部、尾高型アクセント（「花？」） 
⑪【N？（上昇調）】相手の文の一部、中高型アクセント（「飲み物？」） 
(4) 自問納得： 
⑫【V＋「か」？】（「何だ．．．彼女知ってましたか．．．」） ⑬【N＋「か」？】（「ああ、もう朝ですか．．．」） 
(5) 選択疑問文： 
⑭【N1、それとも N2？】（「あなた、それとも妹？」） 
⑮【V1＋「か」、V2＋「か」、どう？】（「行くか、行かないか、どうする？」） 



 13

資料 2 
NNS の日本語の疑問文イントネーションの誤用の傾向 

 
グループ 1   文末ピッチが下降する傾向 

       

・NNS による「どれ？」のイントネーション ・NNS による「それは何？」のロシア語訳 
 のピッチパタン             のイントネーションのピッチパタン 

 
グループ 2 文末ピッチが文末拍の前半から急激に上昇する傾向 

     
・NNS による「知ってましたか？」の    ・NNS による「これだけ？」のロシア語 
 イントネーションのピッチパタン        訳のイントネーションのピッチパタン 
 
グループ 3 文中のピッチが平坦に現れる傾向 

     
・NNS による「何の花？」のイントネー   ・NNS による「これだけ？」のロシア語 

ションのピッチパタン           訳のイントネーションのピッチパタン 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


